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解説論文 

A I 活用エキスパート副専攻コースの構想 

An Concept of a Sub-Major Course for Experts in the Use of 

Artificial Intelligence 
上林 憲行 

Musashino University Smart Intelligence Center 

 

概要 
武蔵野大学 MUSIC が管轄し推進する副専攻コースの構想について、その背景、経緯、キ

ーコンセプト、具体的な特徴などについてその概要を述べる。 
 

キーワード： AI，データサイエンス、副専攻コース 
 

1. 序論 
 武蔵野大学は、学内委員会の議論を経て、2030年の武蔵野大学の将来像を描くキーコン

セプトとして、「AI-Ready-University 」を掲げて、その戦略推進センター(MUSIC: 

Musashino University Smart Intelligence Center)を 2019年 1月に設立した。奇しく

も、現在、社会的な関心を持たれている、DX人材、AI・データサイエンス人材などの育成

策の重要性が議論され始めた時期であった。 

 その当時、大学の情報教育に関わる危機意識としては、あらゆる業界・職種で進む情報

化の急速な進展に応えられる学生を育成するために、大学における広義の情報教育プログ

ラムをどのように変革するか？があった。そのために MUSICにおいて最初に手がけたこと

は、大学における「情報」教育を、コンピュータやソフトウエアツールの操作教育から、

情報の利活用教育へ転換すること。さらに、文系学生向けのデータサイエンス・人工知能

を学ぶ教育プログラムを提供すること。そしてそれらの教育プログラムを有機的に発展さ

せ、より体系的に「情報」を学ぶことのできる情報副専攻コース[1]を提供することなど

であった。 

 実際に、本構想の着想は、西本照真学長のイニシアティブによって戦略的に方向付けさ

れたもので、MUSIC設立の主目的でもあった。この構想は、当時においても極めて野心

的・先進的な構想であった。さらに、その方向性を確信したのは、2019年 3月に発表され

た、政府の「AI戦略」である(図１を参照)。 
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図 1 AI人材育成戦略（出典：総合科学技術・イノベーション会議） 

図 1 に示す AI戦略には、以下のキーメッセージが明示されている。 

① 全学生向けのデータサイエンス・人工知能のリテラシーレベル教育 

② 副専攻としてのより体系化されたデータサイエンス・AI教育 

 

 この方向性はまさに学内で議論されていた改革の方向性にピッタリ付合したことを受け

て、この構想の実現を加速することとした。 

 文系学生向けに検討された AI プログラムの先行事例研究としては、関西学院大学の AI

エキスパートコース[2]を大いに参考にした。奇しくも、このプログラムを推進されてい

たのは、情報処理学会のネットワーク生態学研究会で交流のあった丹波先生(現関西学院

大学副学長)であったので、情報交換や助言をいただき、副専攻コースプログラム構想の

具体的な一つのスケルトンとして参考にした。特に、AI「活用」の基本的な考え方、プロ

グラム科目群の構成などは、副専攻コースプログラムの基本フレームを考える上で大きな

示唆を受けた。 

 MUSIC 設立以降の武蔵野大学における全学情報教育に関わる戦略的な取り組みを以下に

示す。 

 2019年度： 

・ 全学情報教育の戦略的推進センターとしての MUSIC設立 

・ 情報科目を一般入試に導入 

 2020年度： 

・ 全学 BYOD施策導入 

・ 全学情報科目プログラム革新 
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 2021年度： 

・ 全学必修２科目（データサイエンス基礎・人工知能基礎）が文科省データリテラ

シー認定獲得 

・ 副専攻コース(A I活用エキスパートコース)の本格始動 

 

2. 副専攻コースの基本コンセプト 
 副専攻コースの目的・目標は、21世紀を生き抜く汎用(ジェネリック)スキルとして体系

化された AI 活用人材教育プログラムを武蔵野大学の全学生に提供することである。 

 副専攻コースの基本コンセプトは、主に以下の通りである。 

• AI技術等の開発者を育成するのではなく、世の中に広く浸透する AIツール・サー

ビスを使いこなして自ら現場での業務(仕事)の生産性を上げる工夫ができる人材を

育成する。 

• 多様な学習ニーズに応えられるように、複数の目的別プログラムと複数の到達レベ

ルを用意する 

• 活用スキルとは、AI・データサイエンスツールを使うとどんなメリットがあるかを

理解して必要な局面で実際に活用できる実践知(知識＋スキル＋コンテキスト)であ

る 

• 全ての仕事は、情報の探索収集、情報の創出生産、情報の編集加工、情報の分析表

現、情報の管理伝達として規定されるはず。これらを情報技法として体系的に学ぶ

科目群も提供する 

• コンピュータの能力の最たるものは、目的のプログラムを作成して、計算器にも、

ゲームプレイ、音楽再生機・・・・・・、などの多様な機能を実現できることであ

る(メタメディアの考え)。このことの可能性を具体的に理解してもらうために広義

の「プログラミング」教育を提供する 

• 副専攻コースの履修者については、履修者と教員のオンライン学習コミュニティを

提供して科目間連携、学生の協働的学びなどコミュケーションの場を提供する 

• 副専攻コースは、準学科に相当する教育の質保証を行うべく、コース全科目の教育

目標とその到達度評価については共通政策の展開と自己点検の仕組みを導入する 

 

 副専攻コースを学生に届けるキーメッセージとしては、本学が目指す「AI -Ready–

University」を念頭に「AI for All」を選んだ。 

 副専攻コースのキーコンセプトと特徴については、副専攻コースの紹介 HPを通じて広

く発信をするとともに、Twitterの MUSIC公式アカウントも活用して広く周知を図ってき

ている。 

 図２は、副専攻コースの全体構成とカリキュラム体系である。 

 ・全学必修化し文科省の認定を受けた２科目を入門編として全学生が学ぶ 
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・次いで、情報を活用して仕事を進めるうえで必要なスキルセットを学ぶ情報技法科目群

とメタメディアとしてのコンピュータの能力を自在に活用する手段である広義のプログラ

ミングを学ぶプログラミング系科目群を用意し、基盤科目とした。さらに高度な活用スキ

ルを学ぶ上で、専修科目群を設定している。専修科目群では、学びの集大成として総合演

習型のプロジェクト科目を通じて、学んだことを形にする活動を全員行うように意図され

ている。 

 

図２ 武蔵野大学 AI活用エキスパートコースの全体像とカリキュラム構成 

 

3. コースの魅力とその発信 
 副専攻コースについては、副専攻コース説明会を通じその魅力を以下のように訴求し

た。 

⑴ 社会の人材ニーズの動向 

⑵ AI活用エキスパートコースが極めてユニークプログラムであること 

⑶ 企業などと連携したインターンシップや連携プログラム推進 

⑷ コース履修生向けの学習コミュニティを通じた手厚い支援体制 

 それぞれ、具体的な事例を通じて説明して学生からも好評を得た。 

 

⑴ 社会の AI・DX人材ニーズ 

 図 3−1A,B,C,D は、2019 年に政府が策定した AI戦略における人材育成戦略を示したもの

である。 

 AIの驚異的な技術進化とその社会的浸透が加速度的に進んでいる中で、AIに関わる人

材ニーズもますます必要になってきている。また、単に研究開発技術者人材だけでなく、

その社会応用の広がりを見据えて考えると、AIを活用してさまざまな現場で問題解決や価

値を生み出す人材がむしろ重要になると考えられる。そのような方向性は奇しくも一致し

ていたので、さらに確信度を深めて、副専攻コースの本格的なデザインと準備を加速させ
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た。また、AIを含むデジタル人材、つまり DX人材の必要性も、社会的に認知されてき

て、経産省などが中心に政府も DX人材を社会的に供給していく戦略を提起してきている

(図 3−2 参照)。 

 このように、文系、理系を問わず、全ての社会人は AI、DX知識やスキルを身につける

ことが大事であることの共通認識が進んだ。また、AI・DX人材は、現時点でも、業界・業

種・職種を問わず、全方位的に必要とされていることも実際の転職求人情報サービスを通

じた結果を伝えた。 

 

⑵ 極めてユニークな AI活用エキスパートコース 

 AI技術の専門家育成のための教育プログラムではなく、AI ツールやサービスを駆使し

てそれぞれの現場で問題解決を図れる AI活用人材を目的とするのである。このような目

的を持ったプログラムは、他に先例もないものであった。プログラムの狙いそのものが極

めてユニークで挑戦的なものである。先行事例の関西学院大学の副専攻コースに比べて

も、よりジェネリックなスキルとして捉え情報学的な要素も加味したユニークな構成とな

っている。 

 さらに、大学の教育現場では利用機会が恵まれない企業等で使われている本格的(極め

て高価)なツールやサービスを利用して学ぶことができるようにしたこと。大学ではトイ

モデルで学ぶのではなく、企業の第一線で活用されているツール・サービスを実践的に学

べるように準備した(日本初)（図 3−２を参照）。 

 さらに、副専攻コースの標準プログラムを超えて意欲的に学びたい学生向けに、自分の

目的やペースで学習が可能なオンデマンドの学習コンテンツサービスも準備した。具体的

には Aidemy[3]が提供する学習コンテンツであるが、この種の学習コンテンツは、社会人

向けの研修が念頭にあるので大学視点を超えた実践的な内容となっている。このことも社

会で使われている学習・研修コンテンツを在学中に学べるというメリットを提供している

ことに繋がった。 

  

⑶ 多様な社会連携プログラム 

 この社会連携プログラム的な要素を随所に取り込んだことも、ユニークなプログラムで

あることの一つである。文系分野で本格的に取り込んだ。 

 具体的には、さまざまな企業、メディア、ベンダーの協力を得て、企業や社会のリアル

なビジネスコンテキストでリアルなデータや実践プロセスを通じて学ぶことができるよう

に教育・学習環境を整えたこと。さらに、こうした企業連携プログラムを発展的に活用し

て、副専攻コース履修者向けのインターンプログラムも準備予定(図 3−3 A,Bを参考)。 
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⑷ コース履修生向けのオンライン学習コミュニティを通じた手厚い支援体制 

 図３−４に示すように、副専攻コースは、準学科に相応しい教育の質保証を進めると共

に、科目間連携、学生間の相互学習支援など、科目を超えた学びの場と機会及びサービス

を提供することにした。 

① 学生間、学生・教員間の交流の場を提供 

② 学生間及び科目を横断する学びの場と機会を提供 

③ 副専攻コースのフォーマルからインフォーマルな情報・人的交流・コミュニケーショ

ンなど副専攻コースの玄関口（ポータル）として機能させる。 

 これらの試みは、データサイエンス学科で先行的に進めた実績を踏まえて、副専攻コー

スでも学生ケアの柱として手厚く支援を進める予定。 

 

 

 

 

図 3−1A 政府の人材育成策 
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図 3−１B 政府の DX人材育成策 

 

 

 

 

 図 3−１C DX人材の実際のニーズ 
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 図 3−１D DX人材の実際のニーズ 

 

 

 

 

 図 3−2 ユークな教育プログラムと最先端ツールの使用体験 
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 図 3−3A 最新の AI情報や学習コンテンツのタイムリーな提供 

 

 

 

  図 3−3B 副専攻とリンクしたインターンシップ 
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  図 3−4 学習コミュニティを通じた手厚い支援など  

 

 

4. 緒論 
この副専攻コースの構想は、2018年ごろからラフなスケッチ段階の検討を開始した。

2019年には設置方針を確定して 2021 年度入学生からコースプログラムの提供がスタート

した。その間、世の中は、AI、データサイエンス人材からさらに DX人材へとデジタル技

術が社会の隅々まで浸透して、加速度的変化が進行中であることを実感している。 

 また、2021年度からは、小中学校でのプログラミング教育がスタート。2022 年度から

は高校の情報科目が必修になったことなど。高校段階の「情報」科目の抜本的改定と必修

科目化がついに達成された。これを受けて、大学での「情報」教育をどのように再構成す

るかが問われる段階になった。さらに、2022 年には、大学共通テストでの「情報」科目の

必修化の答申が出て、2025年度から国公立大学の共通テストで必須科目となる予定であ

る。 

 一方、大学におけるデータサイエンス・AI教育の普及は目を見張るほどの勢いで浸透し

て来ている。データサイエンスの専門学科・学部の開設にとどまらず、文系向け・全学向

けのデータリテラシー教育もそれぞれ工夫されたプログラムを大学で競うように準備され

てきた。さらに、情報系学部の開設ラッシュも続き、社会的ニーズに呼応するように情報

系にハイライトが集まってきた。情報系の浸透は、文理の区分を無効化するとともに、文

系理系を問わず、STEM教育が、21世紀を拓く「真のリテラシー」として理解されて展開

が加速していることは、喜ばしい。 
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 近年の DX があらゆる局面で必要な人材として認識され、社会的ニーズもますます大き

な広がりをもつに至った。政府の成長戦略の柱にデジタルが、さらに省庁横断でデジタル

化推進するデジタル庁の発足も相まって確かなリアリティを伴う新潮流になってきた。 

 GAFAM に代表される ICT 企業の驚異的躍進、AI技術の加速度的進化、その社会的展開の

好循環が続く構図の中に、AIをそれぞれの現場で活かせる人材育成の社会的使命も責任も

ますます大きくなってきている。このような、大きな潮流につながるさざなみに関われた

幸運に感謝したい。 
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